
行政資料
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■横浜市区別人口

国勢調査及び推計

港北区　保土ヶ谷区　戸塚区の

人口増加がいちぢるしい。



■人口　人口比率　人口増加率

全国　関東地方　関東地方各県

東京都区部　横浜市

国勢調査

　東京都の人口増加率の低下に比

　べて，神奈川県，埼玉県，千葉

県の人口増加率の増大が対照的

である。

東京都区部の人口増加率の低下

に比べて，横浜市の人口増加率

の増大が対照的である。
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人　　□

人口比率＜％＞

人口増加率＜％＞
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■人口集中地区人口および面積

昭和35年　国勢調査

昭和40年　国勢調査

比較

関東地方各県

東京都区市町

神奈川県区市町

人口　面積共に　東京都に比べ

て　神奈川県　埼玉県　千葉県

の増加率がいちぢるしい。
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昭和35年

昭和40年
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都道府県の年次別転出入率 東京都の転入率と転出率が逆転

する傾向を示しているのに対し
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て埼玉県千葉県神奈川県の

転入率の増加がいちぢるしい。

住民登録人口移動報告年報
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横浜市・転入の理由別　転入前の住所地ブロック別　転入世帯数と世帯人員＜通勤・通学地＞

横浜市・転出の理由別　転出先の住所地ブロック別　転出世帯数と世帯人員＜通勤・通学地＞

68



年間推計 昭和39年度　横浜市移動人口実態調査結果報告書　横浜市

昭和39年度　横浜市移動人口実態調査結果報告書　横浜市年間推計
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都道府県別将来推計人口 昭和39年10月１日推計　厚生省人口問題研究所

地域グループ別将来人口の推計値＜ｍｅｄ＞

地域グループ別各県人口＜ｍｅｄ＞首都圏
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埼玉県　千葉県　神奈川県から

東京都への通勤・通学者の数と

率は非常に大きい。

昼夜間人口比率をみると埼玉県

千葉県　神奈川県に対する東京

都の影響の程度が分る。

常住地・従業地別　従業者・通学者数

関東地方人口10万人以上の市の昼夜間人口比率＜昼間人口/夜間人口＞×100
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工業統計表　事業所数　従業者数　出荷額＜４人以上の事業所＞
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商業統計表　商店数　従業者数　年間販売額＜除飲食店＞

商業統計表　商店数　従業者数　年間販売額＜飲食店＞
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全国および横浜市域内の　国税　地方税のー分状況

都道府県別　国税　地方税の配分状況

74

横浜市域内から上がや税金の内

70％以上が国税，県税も市税よ

り多い。



田園都市線沿線＜横浜市北部＞に開発される宅地等による財政需要額推定

(1）経　　　費

(2)収　　　入 （3)開発規模＜算出基準＞
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横
浜
市
内
公
立
中
学
校
生
徒
数
の
う
ご
き

横
浜
市
内
公
立
小
学
校
生
徒
数
の
う
ご
き
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市全体の生徒数が少なくなった

からといって　必ずしも学校や

教室を新設したり　増築したり

しないですむようにはならない

全体としてもまた区別にしても

変化のはげしいことが分る。

これらのうごきに対処しなけれ

ばならないから。

横浜市立小学校年次別状況
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横浜市立中学校年次別状況
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